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西越保育園ミニポンプ車操法開始！西越保育園ミニポンプ車操法開始！

防災のかなめは日々の訓練にあり



２

▲ かわいい踊りを披露した西越保育園園児

　新郷村の条例により、平成18年度上半期
の財政状況（平成18年４月から平成18年
９月まで）の概要をお知らせします。

人　口　　　3,304  人  
世帯数　　　3,971世帯

平 成 1 8 年 9 月 3 0 日 現 在

労 働 費
予 備 費（ ）

一 般 会 計 （単位 ： 千円）

（平成18年９月30日現在）
歳　入

歳入予算額　３，０２４，４０１

収 入 済 額　１，６０９，２５０

収入執行率　 　５３．２％

105,394
181,014

1,081,703
1,515,189

17,946
68,206

9,765
155,591

73
95,349

14,486
73,902

251,800
638,300

128,083
296,850

歳　出

歳出予算額　３，０２４，４０１

支 出 済 額　１，１３３，７０９

支出執行率　 　３７．５％

32,811
66,442

143,014

157,498

307,766

457,987

25,348
98,701

58,500
332,827

89,882
153,037

28,523
141,319

39,814
98,516

90,380
201,747

1,250
2,098

3,010
3,010

466,689
1,160,951

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

災 害 復 旧 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

繰　入　金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

平成18年度　予算執行状況　（平成18 年9月30日現在）

執行額

予算額

執行額

予算額
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特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

410,400 124,747 30.4 165,236 40.3

26,885 21.8 56,605 45.9

7,087 25.3 14,120 50.4

155,911 39.3 181,324 45.7

2,611 1.3 78,048 39.6

0 0.0 0 0.0

600 1.6 9,936 26.7

143,755 37.4 129,645 33.7

8,984 52.2 1,655 9.6

19,854 86.4 396 1.7

123,345

28,040

396,700

197,250

100

37,158

384,415

17,200

22,970

1,667,406 35.3

23.4

13.8

11.4

0.3

6.3

0.0

100.0

1,108,786

652,626

541,449

11,950

296,669

1,830

4,730,083

37,345 100.0

100.037,345

224,143 100.0

100.0224,143

889,609 73.9

215,337 17.9

99,050 8.2

100.01,203,996

180,657 59.9

93,625 31.0

9.5449,367

27,420 9.1

100.0301,702

一 般 会 計
診 療 所

特 別 会 計

簡 易 水 道

特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
　

特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％ 千円 千円 千円 ％ 千円 ％％ ％

（平成18年９月末現在）

（平成18年９月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特定環境保全公共下水道

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

金 額 ・ 構 成 比

公営企業金融公庫

市 中 銀 行

農業協同組合

青 森 県

共 済 組 合 等

合　　　計

財政融資資金

簡易生命保険資金

郵便貯金資金

会 計 区 分

政
府
資
金

借

入

先



４

区 分

１７年度

　住民基本
　台帳人口

（１８.３.３１現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

３，３３６ １００，９４７ ６７３，２９５ ２５．４
千円 千円 千円 ％人

２，６５２，６９１

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
３１８，２００円 ４５歳５月 ２７３，６００円 ４５歳１月

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初　任　給

１７０，２００円
１３８，４００円 ２３０，７００円

２４８，４００円

１０年以上
　１５年未満

２３８，１００円
２９９，６００円

１５年以上
　２０年未満

２７９，７００円
３３２，７００円

２０年以上
　２５年未満

区　分

職 員 数
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

４ ６９

参　　事標準的な
職務内容

１０

１　級

主　　事

１４．５％

３　級

２４

主　　幹

３４．８％

４　級

１３

総括主幹

１８．８％ １００．０％

２　級

主　　査

１０
１４．５％

５　級

８

副 参 事

１１．６％ ５．８％

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　１．４月分　　  ０．７２５月分
　１２月期　　　　　１．６月分　　  ０．７２５月分
　　計　　　　　　３．０月分　　  １．４５０月分
（期末手当は支給額から８％減した額を支給）

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　１．４月分　　  ０．７２５月分
　１２月期　　　　　１．６月分　　  ０．７２５月分
　　計　　　　　　３．０月分　　  １．４５０月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続２０年
　勤続２５年
　勤続３５年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～２０％加算）

勧奨・定年
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

自己都合
２３．５０月分
３３．５０月分
４７．５０月分
５９．２８月分

勧奨・定年
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

自己都合
２３．５０月分
３３．５０月分
４７．５０月分
５９．２８月分

（支　給　率）

　勤続２０年
　勤続２５年
　勤続３５年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～２０％加算）

給与費総額　440,386千円

給　料
294,532千円
給　料
294,532千円

　期　末 ● 勤勉手当　112,170千円

その他の職員手当　33,684千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の17年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成1８年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成18年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成18年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成18年４月１日現在）

※　地方財政状況調査より



時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

１６年度

１７年度

支給総額（６６人）

１人当たり支給年額

支給総額（６３人）

１人当たり支給年額

１１，０４６千円

１１，９３９千円

１６７千円

１９０千円

区
分

住
居
手
当
通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異動

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配

偶

者

以

外

１３，０００円

６，０００円

６，５００円

６，０００円

１１，０００円

　１人につき
５，０００円加算

１人につき
　５，０００円

扶 養 親 族 で あ る
配偶者がある場合
扶 養 親 族 で な い
配偶者がある場合

１
　
人
　
目 配 偶 者 が

な い 場 合
２　人　目

３人目以上

満１６歳の年度初めから
満２２歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　２７，０００円
持　家　　　　　　　　　　３，０００円

交通機関等利用者　限度額　５５，０００円
交 通 用 具 利 用 者　限度額　２４，５００円

同 ―

同 ―

一　部
異なる

５年経過し
た 持 家 の
住居手当額

区 分

村 長

助 役

収入役

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
５３４，１００円

４５３，０００円

４４０，８００円

教育長 ４２２，５６０円

２６６，０００円

２２５，６００円

２１１，５００円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 １．６月分

１２月期 １．７月分

　　計 ３．３月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）０．６月分

６月期 ０．６月分

１２月期 ０．７月分

　　計 １．９月分

加算措置　 有

区　　　　分

一

般

行

政

部

門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

議　　　会

総　　　務

税　　　務

民　　　生

衛　　　生

労　　　働

農 林 水 産

商　　　工

土　　　木

小　　　計

教　　　育

消　　　防

小　　　計

普　通　会　計

病　　　院

水　　　道

交　　　通

下　水　道

そ　の　他

小　　　計

合　　　　　　計

職　員　数（人） 対 前 年
増 減 数平成１６年 平成１７年

９１

２

４

２

２

７

７

１

２

３

１８

２６

９

７０

８

８

１３

７８

平成１８年

８８

２

５

２

７

６

７

１

２

３

１８

１５

９

６４

１１

１１

１３

７５

９０

２

６

２

２

７

７

１

２

３

２０

１６

１０

６５

１２

１２

１３

７７

△　１

△　１

△　１

△　５

△　１

△ １１

△　１

△　２

△　２

△　１

△　２

主　な　増　減　理　由

温泉管理部門の増

八戸広域事務組合へ出向１人・運転手を臨時職員で対応

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

7．特別職の報酬等の状況（平成18年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成18年４月１日現在）

５　広報しんごう　H18・11



６

▲ 倒壊家屋検索救助訓練

▲ 西越地区の住民による消火栓使用訓練 ▲ 西越小前のグラウンドに設置された現地災害対策本部

風張　裕士くん
（西越小２）

佐藤奈々子さん
（西越小５）

　
10
月
15
日
、
西
越
小
学
校
と
野

沢
中
学
校
の
両
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

新
郷
村
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
西
越
地
区
の
住
民
を
は
じ
め

村
消
防
団
員
な
ど
19
団
体
総
勢
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

こ
の
訓
練
は
新

郷
村
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、

八
戸
東
方
沖
を
震

源
と
す
る
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生

し
、
住
家
か
ら
出

火
、
付
近
の
山
に

延
焼
拡
大
中
と
い

う
想
定
で
実
施
。

　
開
会
式
で
は
、
本
部
長
で
あ
る

須
藤
村
長
が
「
今
日
の
防
災
訓
練

を
機
に
村
民
一
同
が
気
持
ち
を
引

き
締
め
有
事
に
備
え
、
関
係
機
関

に
お
い
て
は
今
後
と
も
村
民
を
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
辞
。

工
藤
消
防
団
長
が
須
藤
村
長
を
前

に
訓
練
開
始
を
告
げ
ま
し
た
。

　
訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
西
越
保

育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
６
人

に
よ
る
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
が
行

わ
れ
、
大
人
顔
負
け

の
動
作
に
会
場
か
ら

感
嘆
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
同
会
場

で
火
災
時
の
濃
煙
体

験
、
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
な
ど
が
行

わ
れ
、
保
育
園
児
や

小
中
学
生
が
コ
ー

ナ
ー
を
回
っ
て
、
思
い
思
い
に
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
衛
星
回
線

に
よ
る
電
話
回
線
開
通
訓
練
、
倒
壊

家
屋
検
索
救
助
訓
練
な
ど
も
実
施
。

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
西
越
地
区

の
住
民
が
五

戸
消
防
署
員

か
ら
消
火
栓

の
開
け
方
を

聞
き
、
ホ
ー

ス
を
つ
な
い

で
実
際
に
放

水
し
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十

字
奉
仕
団
新
郷
支
部
と

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
非

常
食
用
の
ご
飯
の
炊
き

出
し
訓
練
も
行
わ
れ
、

試
食
し
た
住
民
は
「
普

通
の
ご
飯
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
味
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　
野
沢
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
県
防
災
ヘ

リ
「
し
ら
か
み
」
に
よ

る
救
助
救
出
訓
練
が
行

わ
れ
、
要
救
助
者
に
ふ

ん
し
た
防
災
ヘ
リ
の
隊

員
が
ロ
ー
プ
で
吊
り
上

げ
ら
れ
救
助
さ
れ
る
様

子
を
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

周
囲
に
集
ま
っ
た
参
加

者
が
心
配
そ
う
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば憂

い
な
し
！

｜

新
郷
村
総
合
防
災
訓
練
｜

　
け
む
り
体
験
で
け
む
り

が
モ
ク
モ
ク
し
て
て
、
わ

た
あ
め
の
に
お
い
が
し
ま

し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

風
が
強
く
て
飛
ば
さ
れ
そ

う
で
し
た
。

　
起
震
車
の
振
動
の
横
ゆ

れ
が
息
苦
し
か
っ
た
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

け
む
り
体
験
は
、
け
む
り

が
お
い
し
か
っ
た
で
す
！

shingo
テキストボックス
佐藤　菜々子さん

shingo
テキストボックス
風張　優士くん
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▲ 火災時の濃煙を体験する参加者 ▲ 起震車に乗って地震を体験する子どもたち

▲ 日赤奉仕団による炊き出しを試食する須藤村長（中央）ら ▲ ＮＴＴの協力により行われた電話回線開通訓練

▲ 陸上自衛隊による災害救援資機材の展示 ▲ 自衛隊が提供した非常食の缶詰を試食する住民

▲ 県防災ヘリ「しらかみ」による
救助救出訓練

▲ 野沢中のグラウンドで行われた消防団中継送水訓練

石ヶ守貴明くん
（野沢中２）

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
空
中

に
浮
く
と
こ
ろ
が
す
ご
か

っ
た
で
す
。
ヘ
リ
の
中
で

は
人
の
話
が
全
然
聞
こ
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一

度
乗
っ
て
み
た
い
で
す
！ 岩本　真弓さん

（野沢中１）

　
起
震
車
に
乗
り
ま
し
た

が
、
普
通
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
避
難
の
仕
方

も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

“
防
災
ヘ
リ
に
体
験
搭
乗
し
た
”
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自慢の作品を展示

第４９回新郷村文化祭

　
毎
年
恒
例
の
新
郷
村
文
化
祭
が
11
月

４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
美
郷
館
で
開

催
さ
れ
、
幼
児
を
は
じ
め
、
児
童
生
徒

の
作
品
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
絵
画

や
写
真
な
ど
趣
味
の
作
品
が
多
数
展
示

さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
村
文
化
祭
は
、
平
成
15
年
か
ら
昨
年

ま
で
の
３
年
間
、
１
日
だ
け
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
住
民
の
要
望
に
よ
り
、

今
年
は
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
会
、

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
発
表
会
、
村
内
の

小
中
学
生
に
よ
る
合
唱
発
表
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

　
　
野
菜
や
花
き
な
ど
を
出
品
！

　
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
が

11
月
３
日
〜
５
日
ま
で
の
３
日
間
、

五
戸
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
た
野
菜
・
花
き
な

ど
を
見
る
人
々
で
会
場
は
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

第
９
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

入
賞
者
（
新
郷
村
分
）

●
優
　
等

　
・
輪
菊（
神
馬
）　
藤
村
　
正
勝

　
 （

新
郷
村
長
賞
）

●
１
　
等

　
・
大
　
根
　
　
　
福
山
　
義
幸

　
（
青
森
合
同
青
果
株
式
会
社
社
長
賞
）

　
・
輪
菊（
神
馬
）　
小
坂
　
　
敏

　
 （

八
戸
花
き
株
式
会
社
社
長
賞
）

　
・
バ
ラ（
　
　
　
）小
沢
　
實
光

　
（
し
ん
せ
い
五
戸
農
協
花
き
部
会
長
賞
）

●
２
　
等

　
・
大
　
根
　
　
　
滝
沢
　
　
進

　
・
大
　
根
　
　
　
風
張
　
澄
夫

　
・
白
　
菜
　
　
　
長
野
　
　
晃

第
９
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

ゴ
ー
ル
ド

ス
ト
ラ
イ
ク

▲ 品評会表彰式の様子
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高
山 

て
つ
子
さ
ん（
西
越
）

高
山 

て
つ
子
さ
ん（
西
越
）

「
南
部
馬
の
唄
全
国
大
会
」で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

悲
願
の
総
合
優
勝
！

　
新
郷
村
消
防
団
第
三
分
団
（
分

団
長 

上
野
山
富
治
）
と
五
戸
消
防

署
西
分
遣
所
（
所
長 

田
中
信
一
）

は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
大
谷
地
集
落
入
り
口

の
三
叉
路
に
防
火
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
第
三
分
団
は
防
火
看
板
の
設
置

に
あ
た
り
、
地
元
野
沢
中
学
校
の

生
徒
に
防
火
標
語
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
前
山
冬
美
さ
ん
と
谷
地
村

美
里
さ
ん
の
２
点
が
採
用
さ
れ
、

高
さ
約
８
ｍ
、
幅
１
ｍ
の
大
型
三

角
柱
の
二
つ
の
面
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

大
型
防
火
看
板
を
設
置
！

村
消
防
団
第
三
分
団

地
元
野
沢
中
の

　
生
徒
の
標
語
を
採
用

　
10
月
８
日
、
岩
手
県
遠
野
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
南
部
馬
の

唄
全
国
大
会
」
で
、
西
越
の
高
山

て
つ
子
さ
ん
が
総
合
優
勝
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
１
２
０
人
が
参
加
。

高
山
さ
ん
は
５
部
門
の
う
ち
の「
南

部
馬
方
三
方
下
が
り
」
の
部
に
出

場
し
、
部
門
優
勝
を
果
た
し
た
の

ち
、
さ
ら
に
総
合
優
勝
を
獲
得
し

た
も
の
で
、
ま
さ
し
く
１
２
０
人

の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
高
山
さ
ん
は
、「
総
合
優
勝
に
選

ば
れ
た
時
は
、
と
に
か
く
う
れ
し

か
っ
た
。
こ
れ
も
み
ん
な
先
生
た

ち
の
お
か
げ
。
今
で
は
ス
ー
パ
ー

と
か
に
行
っ
て
も
全
然
知
ら
な
い

人
か
ら
、
新
聞
で
見
た
よ
と
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

と
う
れ
し
恥
ず
か
し
と
い
っ
た
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
師
匠
は
、
弟
子
の
た
め
な
ら
ど

こ
へ
で
も
応
援
に
行
く
手
倉
森
勝

利
さ
ん
と
藤
村
イ
ソ
さ
ん
の
二

人
。
藤
村
さ
ん
は
「
今
回
の
賞
は

馬
の
唄
日
本
一
に
選
ば
れ
た
と
い

う
こ
と
、
高
山
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
よ
！
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲ アニメを視聴する児童たち

▲ 自慢ののどを披露する高山さん（中央）と
西越民舞会のみなさんの手踊り

▲ 高山さん（中央）を囲んで師匠の手倉森さん（左）
と藤村さん（右）

　
11
月
６
日
、
西
越
小
学
校
で
「
人

権
教
室
」
が
開
か
れ
、
新
郷
村
人

権
擁
護
委
員
の
田
島
英
男
さ
ん
ら

が
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

児
童
21
人
を
対
象
に
、「
い
じ
め
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
講
話
を
し
ま
し

た
。

　
児
童
た
ち
は
初
め
に
、「
し
ら
ん

ぷ
り
」
と
い
う
、
い
じ
め
に
あ
う

少
年
の
心
の
葛
藤
と
、
い
じ
め
を

傍
観
す
る
周
囲
を
描
い
た
ア
ニ
メ

を
視
聴
。

　
こ
の
後
、
田
島
人
権
擁
護
委
員

が
児
童
に
「
強
い
心
と
優
し
い
心
を

持
っ
た
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
講
話
し
ま
し
た
。
　
　

　
ま
た
現
在
、
八
戸
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
会
長
で
元
西
越
小
学
校

校
長
の
沼
畑
清
さ
ん
も
同
席
し
、

「
な
つ
か
し
い
学
校
に
来
れ
て
う

れ
し
い
。
み
な
さ
ん
が
何
か
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、「
友
達
が
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
し
ら
ん
ぷ

り
す
る
こ
と
も
、
い
じ
め
の
う
ち

に
入
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
「
い

じ
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
人
は
傷
つ

く
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
ね
！

　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０
ー

０
７
０
ー

１
１
０

　（
月
〜
金
曜
日
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
祭
日
は
除
き
ま
す
）

さ
ん

さ
　 

ろ

▲ 防火看板を設置した第三分団員ら

▲ 講話をした田島さん（右奥）
と沼畑さん（左）

い
じ
め
…
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

西
越
小
で
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
人
権
教
室
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10
月
18
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、「
心
の
健
康
づ
く
り
教
室
」
が

開
か
れ
、
参
加
者
約
40
人
が
「
う

つ
病
の
正
し
い
理
解
と
対
応
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
今
年
６
月
に
八
戸
市

の
中
心
街
に
「
八
戸
マ
ナ
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
開
業
し
た
岡
田
元
院
長
。

　
岡
田
院
長
は
、「
う
つ
病
の
症

状
は
本
人
も
周
囲
も
最
初
、
か
ら

や
き
（
な
ま
け
も
の
）
と
考
え
が
ち

―
こ
れ
を
本
人
は
病
気
と
受
け
止

め
、
周
り
も
病
気
と
受
け
止
め
て

あ
げ
る
こ
と
が
必
要
…
早
目
に
精

神
科
や
神
経
科
、
心
療
内
科
の
受
診

を
！
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
家
族
や
自
身
の
普

段
の
症
状
を
例
に
あ
げ
、
岡
田
院

長
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
青
森
県
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
景
観
に
対
す
る
関

心
と
良
好
な
景
観
形
成
へ
の
意

識
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
お
う
と
、

10
月
24
日
、
戸
来
小
学
校
で
県
主

催
の
「
景
観
学
習
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
弘
前
大
学
教
育
学
部

の
北
原
啓
司
教
授
で
、
４
年
生
17

人
が
受
講
。

　
北
原
教
授
は
ま
ず
、
児
童
た
ち

に
県
内
に
あ
る
自
然
や
歴
史
的
・

文
化
的
な
景
観
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
た
景
観
学
習
副
読
本
を
も
と

に
、
ゆ
た
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

青
森
県
の
姿
を
紹
介
。

　
次
に
、
児
童
た
ち
が
あ
ら
か
じ

め
「
わ
た
し
の
好
き
な
景
観
」
を

テ
ー
マ
に
撮
影
し
て
お
い
た
写
真

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
撮

影
し
た
時
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

児
童
一
人
ひ
と
り
か
ら
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
北
原
教
授
は
最
後
に
、「
他
と

は
視
点
が
違
う
写
真
が
撮
れ
て
い

て
、
感
心
し
た
」
と
講
評
し
て
い

ま
し
た
。

▲ うつ病の正しい理解と対応に
ついて講演する岡田院長

▲ 北原教授（右）とスクリーンを見つめる児童たち

う
つ
病
と
は
？

　
心
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
町
村
合
併
協
議
の
開
始
は
機
運
の
醸
成
次
第
…
”

―
五
戸
町
が
本
村
に
回
答
す
―

　
本
年
８
月
８
日
以
来
、
本
村
は

五
戸
町
に
町
村
合
併
の
協
議
開
始

を
要
請
し
て
き
ま
し
た
が
、
11
月

20
日
、
三
浦
五
戸
町
長
ら
が
本
村

を
訪
れ
、
須
藤
村
長
に
回
答
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
報
道
陣
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し

村
長
室
で
行
わ
れ
た
会
談
に
は
、

五
戸
町
側
か
ら
三
浦
町
長
、
三
浦

俊
哉
議
長
、
鈴
木
繁
男
副
議
長

が
、
本
村
か
ら
は
須
藤
村
長
、
横

田
議
長
、
東
利
明
副
議
長
の
計
６

人
が
出
席
。

　
三
浦
町
長
ら
が
持
参
し
た
回
答

書
に
は
、「
今
の
時
点
で
は
合
併

協
議
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
将
来
的
に
合
併
を
否

定
す
る
も
の
で
も
な
く
、
機
運
の

醸
成
次
第
…
」
と
い
っ
た
内
容
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
は
こ
の
回
答
に
つ
い

て
、「
合
併
に
対
し
て
五
戸
町
が
前

向
き
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
と
受

け
止
め
た
。
五
戸
町
と
の
合
併
を

何
よ
り
望
ん
で
い
る
の
は
村
民
で

あ
り
、
村
民
の
望
み
を
か
な
え
る

の
が
私
の
使
命
。
一
日
も
早
く
い

い
方
向
へ
進
む
よ
う
、
今
後
も
議

会
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

“

”

▲ 三浦町長（中央右）から回答書を受け取った須藤村長

▲ 本村の村長室で行われた会談

景
観
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
！

　
　
戸
来
小
で
景
観
学
習
教
室

▲ 自分たちが撮影した写真を見る戸来小の児童たち
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こ
の
た
び
、
村
消
防
団
第
二
分

団
（
堂
ヶ
前
）
に
小
型
動
力
ポ
ン

プ
が
配
置
さ
れ
、
10
月
30
日
、
役

場
庁
舎
前
で
配
置
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
堂
ヶ
前
に
配
置
さ
れ

て
い
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
20
年

前
に
購
入
さ
れ
、
老
朽
化
が
目
立

っ
た
た
め
更
新
さ
れ
た
も
の
。

　
配
置
式
で
は
、
須
藤
村
長
か
ら

工
藤
昭
治
消
防
団
長
に
ポ
ン
プ
の

引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
工

藤
消
防
団
長
が
第
二
分
団
長
へ
配

置
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　
配
置
式
終
了
後
、
団
員
ら
は
美

郷
館
前
で
新
品
の
動
力
ポ
ン
プ
を

使
い
放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
。

村
消
防
団
第
二
分
団（
堂
ヶ
前
）に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
置

　
10
月
20
日
、
ふ
る
さ
と
の
産
業

を
学
習
し
よ
う
と
、
戸
来
小
学
校

３
年
生
の
児
童
11
人
が
村
内
の
施

設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
五
戸
台
地
木
ノ
間
工

区
に
到
着
し
た
児
童
た
ち
は
、
横

田
産
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か

ら
、
五
戸
台
地
が
ど
の
よ
う
に
し

て
造
ら
れ
、
ど
ん
な
作
物
が
作
付

け
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
児
童
た
ち
は
丹
内
沢
の

大
根
・
野
菜
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を

訪
問
。
大
根
の
洗
浄
機
械
な
ど
を

見
た
後
、
農
協
職
員
の
小
笠
原
克

則
さ
ん
か
ら
、
施
設
に
搬
入
さ
れ

た
野
菜
が
ど
こ
に
出
荷
さ
れ
て
い

る
か
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
訪
問
地
「
間
木
ノ
平
の

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
新

郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
の
角

岸
秀
伸
さ
ん
か
ら
、
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
作
る
工
場
の
中
を
見
せ
て

も
ら
う
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
、

学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

▲ 間木ノ平グリーンファームで、飲むヨーグルト
を作る工場を見せてもらう児童たち

▲ 農協職員の小笠原さん（左）から説明を受ける
戸来小３年の児童たち

▲「地域安心安全センターさいごし」と書かれた看板
を立て掛ける須藤村長（左）と五戸警察署長

▲ 「地域安心安全センターさいごし」の開所
を記念し行われたテープカット

　
10
月
31
日
、
西
越
沢
口
の
「
旧

西
越
警
察
官
連
絡
所
」
の
建
物
が

本
村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、「
地
域

安
心
安
全
セ
ン
タ
ー
さ
い
ご
し
」

と
し
て
、
西
越
地
区
の
住
民
を
交

通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
須
藤
村
長
と
白

石
文
雄
五
戸
警
察
署
長
が
、
「
地

域
安
心
安
全
セ
ン
タ
ー
さ
い
ご
し
」

と
書
か
れ
た
看
板
を
同
セ
ン
タ
ー

の
入
り
口
に
立
て
掛
け
た
後
、
佐

藤
教
育
長
、
前
山
勝
造
西
越
防
犯

協
会
長
、
木
村
明
五
戸
地
区
交
通

安
全
協
会
西
越
支
部
長
の
３
人
も

加
わ
り
、
開
所
を
記
念
す
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
前
山
勝
造
西
越
防
犯

協
会
長
が
「
さ
い
ご
し
安
全
安
心

地
域
づ
く
り
宣
言
」
を
読
み
上
げ

た
後
、
全
員
が
清
涼
飲
料
水
で
乾

杯
を
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
開
所
を

祝
い
ま
し
た
。

「
地
域
安
心
安
全

　
　
セ
ン
タ
ー
さ
い
ご
し
」
が
開
所
！

―
旧
西
越
駐
在
所
の
建
物
を
有
効
活
用
―

▲ 美郷館前で行われた小型動力ポンプの放水訓練

な
る
ほ
ど
！

　
ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

な
る
ほ
ど
！

　
ま
ず
は
、
ふ
る
さ
と
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

戸
来
小
の
３
年
生
が
村
内
の
施
設
を
訪
問

戸
来
小
の
３
年
生
が
村
内
の
施
設
を
訪
問
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WANTED
○○一家殺人事件

○○○○（36）
○○警察署

暖房器具取扱い上の注意事項暖房器具取扱い上の注意事項

し ょ う ぼ う 情 報 け い さ つ 情 報＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

１．衣類の乾燥・可燃物近接は厳禁！
●ストーブの上で洗濯物を乾かしたりすると、落下し

火災になるのでやめましょう。
●カーテンや衣類・布団などの燃えやすいもののそば

では使用しないようにしましょう。
●スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、

ストーブの上に置きっぱなしにすると、缶が膨張し
爆発する恐れがあるのでやめましょう。

２．給油時には消火を！
●給油するときには必ず消火をし、火が完全に消えた

のを確認してから行いましょう。
●カートリッジタンクの口金は確実に閉めましょう。
３．寝るときや外出時には消火を！

●使用後はスイッチを切り、火が完全に消えたのを確
認する習慣を身につけましょう。また、長時間使用
しないときはコンセントを抜きましょう。

＊消火器を正しく使えるよう、町内や事業所で訓練しま
しょう。“いざ”という時の自信につながります。西
分遣所では消火実験など防災指導を行っています。

☆消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで  ‡７８－２１１９

暖房器具取扱い上の注意事項
指名手配被疑者の検挙にご協力を

　平成18年９月末現在、全国の警察から指名手配され
ている者は、警察庁指定特別手配被疑者として地下鉄
サリン事件などで特別手配しているオウム真理教関係
者３人をはじめとして、約２，２００人に上っています。
　これらの被疑者は、殺人・強盗等の凶悪事件、暴行・
傷害等の粗暴事件、窃盗事件、詐欺・横領等の知能犯
事件などで手配されており、再び犯行を繰り返すおそ
れがありますので、早期に検挙しなければなりません。
　この指名手配被疑者の発見に向けた各種捜査活動に
は、住民のみなさんのご協力がぜひとも必要です。
　指名手配被疑者に似た人を見かけたなど、
“指名手配被疑者に関する情報”は、どん
なささいなことでも結構ですので、最寄り
の警察署・交番・駐在所に通報していただ
くようお願いします。

　情報提供は、フリーダイヤルや青森県警察本部の
ホームページからも出来ますので、ご利用ください。
　フリーダイヤル　‡0120－006－024（オウム24時間電話）
　ホームページ　http://www.police.pref.aomori.jp/
　ｉモード　　　http://www.police.pref.aomori.jp/l/

▲ 牛をトラックに乗せる農家

新
郷
俳
句
会

先
細
る
命
大
事
や
ぬ
く
め
酒�

瀬　

知　

和　

子

茸
狩
の
鳥
居
の
脇
の
隠
れ
道�

森　
　
　

き
よ
し

ぶ
ど
う
棚
足
長
蜂
の
集
い
居
る�

福　

山　

サ　

チ

君
偲
び
葡
萄
供
え
て
手
を
合
す�

長　

峯　

ユ　

リ

久
し
ぶ
り
孫
と
は
し
ゃ
い
で
ぶ
ど
う
狩
り�

高　

根　

リ　

サ

山
ぶ
ど
う
含
み
て
孫
の
し
か
め
面�

小　

坂　

良　

子

先
づ
夫
に
ぶ
ど
う
二
房
供
え
け
り�

鹿　

島　

と　

わ

ぶ
ど
う
食
べ
話
す
こ
と
な
き
夫
婦
か
な�

戸　

来　

れ
い
子

栗
拾
ひ
栗
の
瓶
詰
食
べ
な
が
ら�

福　

士　

香
芽
子

吹
奏
楽
聴
き
て
安
ら
ぐ
秋
の
午
後

福　

山　

康　

子

木
に
登
り
採
っ
た
日
も
あ
る
山
ぶ
ど
う

鹿　

島　

恵
美
子

山
里
の
廃
屋
の
あ
り
木
の
実
落
つ

村　

上　

て　

る

地
を
這
っ
て
た
だ
ひ
と
ふ
さ
の
山
葡
萄

金　

沢　
　
　

凡

ヘ チ マ

た
け
が
り

か
く

し
の

ぶ
ど
う

ば
ち

い
の
ち

つ
ど

ふ
た
ふ
さ
そ
な

つ
ま

び
ん
づ
め

と

す
い
そ
う
が
く
き

ふ
く

つ
ら

は
い
お
く

は

が

ま
ご

　
10
月
25
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
で
牛
の
野
下
げ
が
行
わ
れ
、
た

く
ま
し
く
成
長
し
た
牛
た
ち
が
農

家
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
、
山

を
降
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
最
盛
期
で
１
３
４
頭
が

放
牧
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
黒
毛
和

種
が
１
２
８
頭
、
日
本
短
角
種
が

６
頭
。

　
こ
の
日
の
平
子
沢
放
牧
場
は
ガ

ス
が
か
か
り
、
時
々
小
雨
の
降
る

あ
い
に
く
の
空
模
様
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
農
家
は
そ
そ
く
さ
と
牛

を
柵
の
外
へ
連
れ
出
し
、
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
せ
て
い
ま
し
た
。

平
子
沢
放
牧
場
が
閉
牧

　  
１
３
４
頭
の
牛
が
下
山
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編
集
を
終
え
て

　
「
日
本
笑
い
学
会
」
副
会
長
の
昇
幹
夫
さ
ん
の

講
演
を
聴
く
機
会
を
得
た
。
昇
さ
ん
は
現
役
の
産

婦
人
科
医
で
あ
り
、
笑
い
の
医
学
的
効
用
を
研
究
し
て
い
る
方
で
も
あ
る
か
ら
、

と
に
か
く
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
小
話
を
一
つ
。

　
あ
る
お
年
寄
り
が
水
泳
が
体
に
い
い
と
聞
い
た
の
で
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
通
い
、
と
う
と
う
25
ｍ
く
ら
い
ま
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

嫁
は
、
あ
わ
て
て
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
先
生
の
所

に
行
き
、「
先
生
、
お
願
い
で
す
か
ら
姑
に
タ
ー
ン
を

教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」
と
頼
ん
だ
と
い
う
。

　
な
ぜ
か
…
姑
は
こ
れ
で
三
途
の
川
を
ス
ム
ー

ズ
に
泳
い
で
渡
れ
る
と

ニ
ッ
コ
リ
。
が
、
嫁
に
す

れ
ば
姑
が
タ
ー
ン
を
覚
え

た
ば
か
り
に
、
あ
の
世
か
ら
引
き
返
し
て
き
た

の
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
皮
肉

な
小
話
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

応募資格　中卒（見込含）１７歳未満の男子
募集人員　陸　約２５０名　　海　約５０名
　　　　　空　約　５０名
受付締切　平成１９年１月９日（火）まで
試験期日　１次　平成１９年１月１３日
　　　　　２次　平成１９年１月２６日～２９日
※詳細については、下記にお問い合わせ下さい。
　自衛隊青森地方協力本部
　八戸地域事務所（担当 平脇）ＴＥＬ４５－１９２０

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来の老
齢基礎年金を受けられなくなったり減額されたり、
万が一の障害・遺族基礎年金を受けられない場合
もあります。
　社会保険事務所では皆様の大切な受給権を確保
するために、納付期限を過ぎても保険料をまだ納
めていない方を対象に、戸別訪問による納付のご
案内をしています（土・日・休日も実施）。
　戸別訪問では、社会保険事務所職員、国民年金
推進員、収納指導員が身分証明書を携帯して保険
料の納付督励、免除の申請勧奨を目的としてお伺
いします。
　なお、訪問の際に個人情報を聞き出すというこ
とはありません。最近社会保険事務所職員を装っ
て個人情報を聞きだそうとする不審なケースが発
生していますが、「あやしい？」と思ったらすぐ
に回答せず、お近くの社会保険事務所まで
お問い合わせください。

　鳥インフルエンザがいまだに海外で発生しております。
渡り鳥が関係している可能性も考えられておりますので、
正しい知識を身につけて、冷静に対処しましょう。
  鶏肉や卵について　
　鶏肉や鶏卵を食べることによって人に
感染した事例は国内にはありません。
  鳥から人への感染について
　鳥インフルエンザに感染している鶏と接触して、羽
や粉末状になったフンを吸い込んだり、フンや内臓に
触れた手を介して体内に大量のウイルスが入ってしま
った場合、ごくまれに感染することが知られています。
  愛玩鶏飼養者の皆様へ
　鳥は清潔な状態で飼育し、防鳥ネットを張るなどして、
ウイルスを運んでくる可能性のある野鳥と接触させな
いようにしましょう。飲用に適した水を与え、川、池
等の生水を与えないようにしましょう。鳥小屋へ出入
りの際には靴を消毒し、野鳥の集まる場所には出来る
だけ行かないようにし、鳥に触れた後は、手洗いとう
がいをすれば心配する必要はありません。
　飼育中の鳥を安易に野山に放したり、処分しないで
ください。
連絡先　産業建設課産業グループ　 ＴＥＬ７８－２１１１
　　　　三八地域県民局地域農林水産部林業振興課ＴＥＬ２３－３５９５
　　　　八戸家畜保健衛生所　　　 ＴＥＬ２７－７４１５

　村では下記の団地の入居者を募集します。

家　　賃　新郷村営住宅管理条例により算定した額
入居基準
　１．同居親族があること
　２．村内に住所を有すること　
　３．所得税、村税を滞納していないこと
　４．単身者の場合

イ）60歳以上の者
ロ）障害者基本法第２条に規定する障害者である

もの
ハ）生活保護法第６条第１項に規定する被保護者
ニ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に

関する法律第１条第２項に規定する被害者
ホ）その他

募集締切　平成１８年１２月２０日（水）まで
＊詳細については、産業建設課建設グループ　住宅係
　（担当　村下・横道）にお問い合わせ下さい。

ＴＥＬ７８－２１１１

　新郷温泉館の送迎バスは、年末年始（１２／２９～
１／３まで）運休とさせていただきます。
　なお、新郷温泉館は年末年始も平常どおり営業しま
すので、どうぞご利用ください。
問い合わせ：新郷温泉館　ＴＥＬ７８－３０５０

の
ぼ
り

さ
ん
ず

人の動 き

男　1,606人（－６人）
女　1,693人（＋１人）
計　3,299人（－５人）

世帯数971世帯（±0世帯）
（平成18年11月1日現在）

自 衛 隊 生 徒 募 集

戸別訪問による納付のご案内をしています

鳥インフルエンザについて

村 営 住 宅 入 居 者 募 集

今回、方言入門はお休みします

新郷温泉館からお知らせ

団 地 名

舘神団地

募集戸数

１戸

所 在 地

新郷村大字戸来字大久保
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▲ガイド
む 

ら 

の誕 生 石

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

パ
パ
と
マ
マ

の
ね
が
い

十和田エイト・ライン観光コース
体験ツアー参加者募集

１．日　　　時　平成19年２月３日（土）午後１時～午後11時

２．コ ー ス　新郷村役場～（十和田湖支所経由）～津軽三味線
観光会館～十和田湖休屋（十和田湖冬物語会場）
※コースは一部変更になることもあります。

３．募 集 人 数　先着40名
※新郷村民40名のほか、他市町村からも広く募集し、
　全部で240名・バス６台が運行される予定です。

４．参加負担金　高校生以上一人・・・1,500円
小 中 学 生一人・・・1,000円
幼　　　児一人・・・1,500円
※参加負担金は当日徴収します。

５．申し込み方法　郷村役場産業建設課商工観光グループに、電話で
お申し込みください。

６．申し込み期限　平成18年12月25日（月）

申し込み・問い合わせ先：新郷村役場産業建設課
商工観光グループ（新郷温泉館内）
ＴＥＬ　７８－２０２５

12月

平 成 18 年

師走 しわす
December

ターコイス（土耳古玉）
― 成功・大成 ―

火
災
・
救
急
・
救
助
は
（
局
番
な
し
）
119
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橋端　彩乃さん（5才）

８がつにいもうとがうまれたよ。なまえは『りの』わ
たしにそっくりですごくかわいい。いもうとがほし
かったから、はやくうまれないかなあって、まちどお
しかったんだあ。こんどは「おとうと、ほしいなあ♡」

田沢　未羽さん（5才）

しんごうむらのぶんかさいで、よさこいをおどったよ。お
きゃくさんがたくさんいてきんちょうしたけど、いつもいっ
ぱいれんしゅうしているからだいじょうぶたったよ。「じょ
うずだったね！」ってほめられちゃった。うれしかったなぁ。

橋端　稜人くん（5才）

ぼく、よさこいならっているんだ。おなじうめぐみのみうちゃ
んもいっしょだよ。なるこをもって、かっこいいいしょうをき
て…。でもいちばんかっこいいのは、いっしょうけんめいお
どっているぼくさ！　みんなもよさこいおどりにおいでよ！

畠山　　萌さん（6才）

ほいくえんのブランコであそんだよ。みんな
でじゅんばんにのったので、わたしはみてい
たけどたかくあがっておもしろそうだった。
わたしももっともっとたかくこいでみようっと。

はたけやま もえ はし ば はし ばりょうと た ざわ み　う あや　の

燃えるゴミ

収　集　日

戸来地区は毎週月曜日・木曜日

西越地区（丹内沢含む）は毎週火曜日・金曜日

缶とビンは、それぞれ袋（資源ゴミの袋）に入れてだしましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

年末のし尿くみ取りの申し込みは12月10日まで

1 金 資源ゴミ（ペットボトル等２品目）収集日

3 日 一般家庭の防火診断（２回目）

4 月

人権週間

ＢＣＧ予防接種

（午後１時～１時30分受付 午後１時30分～接種 新郷診療所）

6 水

不用犬の引き取り日

第58回人権週間特設人権相談所

（午後１時30分～４時 山村開発センター）

8 金

針供養・太平洋戦争開戦日

資源ゴミ（缶・新聞等５品目）収集日

せせらぎ学級（染物教室）

9 土
障害者の日

どよう塾（クリスマスケーキづくり）

10 日 しんごうＸ’masフェスタ2006

11 月

母と子の栄養教室

新郷温泉館休館日

（午前11時～11時30分受付 総合福祉センター）

15 金
年賀郵便特別扱始め

資源ゴミ（ビン）収集日

17 日 第331回子ども会親子早起き掃除

18 月 人間ドック（～19日）

22 金 冬至　燃えないゴミ収集日　２学期終業

23 土 天皇誕生日

25 月
クリスマス　新郷温泉館休館日

村民税・固定資産税納期限

28 木 官庁御用納め

31 日 年越し・大はらい
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